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官、がこ札まで勤めていた九州た字問。γ部地rrtl主主に ，.fi民地'l'i"t，i，持""が投了fされてから現高ま で

わずか 1心":r..これ脅人!I¥lの-'1にたとえるならは.や '").!.:N-:;r山lに人勺たばかりといえよう。開設

当初ほ附'.f:'f'的色彩が喧;<盲研究吋彼方:炭川であるほか.桝!f;''tと本'(i(1'，にそれほど異勺ていなかっ

た kうである Aその踏 .fii，XJ也'f'i乍は石炭化7円安lI，識やイ1炭副1M''''円分野を将人して.その内存在充

')Jさせてきたが.芋111昨J体系は先都内金蝿鉱M、'"(:のそれに比べると.まだ充分確立されているといえ

なL、Q JjUt:.イeμiJ也'i'lγで取り掛 勺ているヰな内刊を例rJ，ll!寸ると、止のようなものである。

品~~，~耳tfl'(.地の'村正 .Jt述機附

2 央政明円増:W機附

t m附円当成・尭述機t品
4 炭田地域内防造Z出動

日 品~Hj の古i也.Fjl. ・地史

A 品t射の<ll'1't.wClI~炭化i品紅とイ7μHt過艇)

7 炭酬と火成活動

8 イILH円骨、防物と組織(イl炭調l織芋)

9 イJ炭円分額とその利問

九大のが民地質73梓胤では‘そのメタッフによ勺て ，(見イtまで.四H本r，J也円主要品tl日目地雷凶が

f'F f.占さ札 .その府Ii'・地ti防造的解明に努力がはらわれてきたほか.炭川地域の耳ihairjと.その周辺

のJ，¥税引の"!fl:鉱物が分離さ札、，'j/Eする3閉山旧相々 の，.，比や桂Ir地円J:f]旺iが研究されている。 -}j，

イ7炭片の研肝図的反射顕微鏡観察によってー :{i炭を構成する刷物などの組織成分 (マセラル)が詳細

に訓べられ.そ円-fRu'i分布によってよ:xAvt対Jtや政桝榊千)'(11-1円高1境内観酬な変化が研究されている。ま

た，イ7炭から分離さ札たマセラル円正事分析 --r:"jfJられる .伏併のイI炭化度と.坑内外調子モ資料とによ

って、石炭化皮肉変化が どのような地Ti'字的要内 (地軌・地fI'・断府・鼎曲運動・火成活動など)に

よってもたらされたかが保究さ札ている。こ円日方、.也fE波尭小1出向や高岡被加晶炉 ・li射星回徴鏡を

用いて.コ クス化過稗に，兵すマセラルの本{f)Jt; ~調べら札 、 41;I占結炭から良質 コ クスを製造するた

めの剤、略研究も進めら札ている。なお.結近の炭鉱捉，I{-で伝も恐ろしt、も円の lつ Cある民略爆発の

1;';慌研究として.マセラル繍と徴粉化率や卸売ftft'芋成分土の関係などの究明に若Fしている a

私はイ1炭化過鼎目j姐研究連 kで静岡大学に転勤してきたが， 5';;;い教主主的符様円1Mかい御支援によ勺

て研究を続けられる見通しがついたので.心からl芋〈感謝している次抗である。なお‘本県ドiこは火

成活動や地質変動の最多特の少ない第山;y，n'広く分崎lしているので、その泥炭な どを地質芋的 ・地球化

学的Ji法で研究す札1j:' ，泥炭化過f'Ir.:)世iに新しい!I;的資料出加えられるであろう 。また.続攻作用円

進んだ引イゴから占耳慣物円分離が可能になれば‘野外調配と石炭化度研究円同，itfrlからlf下町出前一系円

間1，と地質問泊目解明に氏献できるかも匂i札r，;I、。
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